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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第62期

第２四半期連結
累計期間

第62期
第２四半期連結
会計期間

第61期

会計期間
自平成21年１月１日
至平成21年６月30日

自平成21年４月１日
至平成21年６月30日

自平成20年１月１日
至平成20年12月31日

売上高（千円） 53,052,870 25,652,282 100,626,832

経常利益（千円） 522,114 137,006 1,187,534

四半期（当期）純利益（千円） 307,133 69,613 880,426

純資産額（千円） － 5,006,963 4,726,113

総資産額（千円） － 24,957,831 27,313,449

１株当たり純資産額（円） － 539.38 505.54

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
36.22 8.21 103.81

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） － 18.3 15.7

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー（千円）
610,556 － 922,954

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー（千円）
△228,830 － △205,696

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー（千円）
146,433 － △1,190,417

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ 2,797,232 2,271,377

従業員数（人） －     427 415

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年６月30日現在

従業員数（人） 427 (317)

　（注）従業員数は就業人員（当社グループからグループ外への出向者は除いており、グループ外から当社グループへの

出向者は含んでおります。）であり、臨時雇用者数（パートタイマー、嘱託契約及び契約社員を含み、派遣社員を

除いております。）は、（　）内に当第２四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載しております。

 

(2）提出会社の状況

 平成21年６月30日現在

従業員数（人） 164 (97)

　（注）従業員数は就業人員（当社から社外への出向者は除いており、社外から当社への出向者は含んでおります。）であ

り、臨時雇用者数（パートタイマー、嘱託契約及び契約社員を含み、派遣社員を除いております。）は、（　）内に

当第２四半期会計期間の平均人員を外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第２四半期連結会計期間の生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

米穀事業（千円） 11,667,680

食品事業（千円） 1,081,781

合計（千円） 12,749,461

　（注）１．金額は製造原価によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(2）商品仕入実績

　当第２四半期連結会計期間の商品仕入実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

米穀事業（千円） 7,147,690

鶏卵事業（千円） 1,425,609

食品事業（千円） 368,921

飼料事業（千円） 791,360

合計（千円） 9,733,582

　（注）１．金額は仕入価額によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(3）受注状況

　該当事項はありません。
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(4）販売実績

　当第２四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

米穀事業（千円） 20,962,816

鶏卵事業（千円） 1,557,929

食品事業（千円） 2,145,546

飼料事業（千円） 985,989

合計（千円） 25,652,282

　（注）１．本表の金額には、消費税等は含まれておりません。

２．セグメント間の取引については相殺消去しております。

３．当第２四半期連結会計期間の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次の

とおりであります。

相手先

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

金額（千円） 割合（％）

日本デリカフーズ協同組合 3,593,859 14.0

㈱イトーヨーカ堂 3,228,059 12.6

４．米穀事業の内容は次のとおりであります。

区　　分

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

精米 玄米 その他 計

数量
構成比（％） 68.5 31.5 － 100.0

トン 54,751 25,216 － 79,967

売上高
構成比（％） 71.2 28.7 0.1 100.0

千円 14,926,5106,006,08430,22120,962,816

 

２【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　
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３【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。 
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４【財政状態及び経営成績の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

（1）業績の状況 

当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、世界的な金融不安が実体経済に深刻な影響を及ぼしている

なか、在庫調整の進捗等を背景に景気の下げ止まりが見られるものの、企業収益の悪化、雇用・所得の不安による

個人消費の減退が依然続いております。 

このような状況にあって当社グループの主力である米穀事業におきましては、米穀卸会社の玄米在庫が高水準

にあることや米穀価格の先安感が根強いこと等から、卸業者間の玄米販売は大幅に減少しました。また、平成20年

産米の仕入価格は前年同期に比べ高値で推移したこと、米消費全体が鈍化しているなか、卸業者間の販売競争が激

化したこと等により、売上高、営業利益、経常利益ともに前年同期を下回ることとなりました。

この結果、当第２四半期連結会計期間の業績は売上高25,652百万円（前年同期比3.3％減）、営業利益165百万円

（同67.8％減）、経常利益137百万円（同73.2％減）、四半期純利益69百万円（同85.5％減）となりました。

事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりであります。 

①米穀事業 

米穀事業につきましては、卸業者間の玄米販売が減少したこと等により、売上高は20,962百万円（前年同期

比1.5％減）となりました。原料玄米仕入価格の上昇、販売競争の激化等により、営業利益は288百万円（同

58.1％減）となりました。

②鶏卵事業 

鶏卵事業につきましては、鶏卵相場は前年同期を下回りましたが、業務用向けの販売を強化したこと等によ

り、売上高は1,557百万円（前年同期比3.9％減）、営業利益は40百万円（同37.7％増）となりました。

③食品事業

食品事業につきましては、もち米等の販売数量の減少、鶏肉相場の大幅な下落等により、売上高は2,145百万

円（前年同期比14.8％減）となりましたが、食品加工部門の収益改善、在庫調整の進捗等により、営業利益は

10百万円（前年同期は10百万円の営業損失）となりました。

④飼料事業 

飼料事業につきましては、販売数量の拡大に努めたものの、穀物等原料相場が大幅に下落したこと等によ

り、売上高は985百万円（前年同期比10.5％減）となりましたが、新規取引先の開拓を強化したこと等により、

営業利益は58百万円（同3.4％増）となりました。 
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（2）キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

525百万円の増加となり、当第２四半期連結会計期間末では、2,797百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間の営業活動の結果獲得した資金は、610百万円となりました。これは主に仕入債務の

減少3,807百万円に対し、減価償却費264百万円、売上債権の減少1,956百万円、たな卸資産の減少2,181百万円が

あったこと等によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間の投資活動の結果使用した資金は、228百万円となりました。これは主に有形固定資産

の取得による支出106百万円、貸付けによる支出95百万円、投資有価証券の取得による支出18百万円があったこと

等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間の財務活動の結果獲得した資金は、146百万円となりました。これは主に長期借入金

の返済による支出723百万円、社債の償還による支出624百万円に対し、短期借入金の増加額1,030百万円、長期借入

れによる収入500百万円があったこと等によるものであります。

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（4）研究開発活動

該当事項はありません。 
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。   

 

(2）設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却

等について、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はあ

りません。 
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株） 

普通株式 30,000,000

計 30,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成21年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年８月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 8,530,000 8,530,000ジャスダック証券取引所
単元株式数

1,000株

計 8,530,000 8,530,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。 

  

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成21年４月１日 

 ～

平成21年６月30日

－ 8,530 － 529,500 － 331,500
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（５）【大株主の状況】

平成21年６月30日現在　

氏名又は名称 住所
所有株式数

（千株）　

発行済株式総数に対す

る所有株式数の割合

（％）

　木村　謙三 　東京都大田区 　405 　4.74

　木村　良 　東京都世田谷区 　338 　3.96

　濱田精麦株式会社 　神奈川県伊勢原市桜台1-9-20 　310 　3.63

　株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 　東京都千代田区丸の内2-7-1 　300 　3.51

　木村　友二郎 　東京都大田区 　243 　2.84

　稲垣　辰彌 　神奈川県中郡大磯町 　230 　2.69

　水野　正夫 　神奈川県横浜市神奈川区 　217 　2.54

　木徳神糧従業員持株会 　東京都江戸川区西瑞江2-14-6 　204 　2.40

　株式会社三井住友銀行 　東京都千代田区有楽町1-1-2 　186 　2.18

　農林中央金庫 　東京都千代田区有楽町1-13-2 　186 　2.18

計 － 　2,619 　30.67
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成21年６月30日現在

 区分  株式数（株） 議決権の数（個） 内容 

 無議決権株式 － － －

 議決権制限株式（自己株式等） － － －

 議決権制限株式（その他） － － －

 完全議決権株式（自己株式等）
 普通株式　　

　
49,000 － －

 完全議決権株式（その他）  普通株式　　 8,411,000 8,411 －

 単元未満株式
 普通株式　　

　
70,000 －

１単元（1,000株）

未満の株式

 発行済株式総数 　　　　　　 8,530,000 － －

 総株主の議決権 －  8,411 －

  

②【自己株式等】

平成21年６月30日現在

所有者の氏名又は

名称
 所有者の住所

自己名義所有

株式数（株）

他人名義所有

株式数（株）

所有株式数の

合計（株）

発行済株式総数に

対する所有株式数

の割合（％） 

 木徳神糧㈱
東京都江戸川区西

瑞江2-14-6
49,000 －  49,000 0.58

 計 －  49,000 －  49,000 0.58

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
１月

 
２月

 
３月

 
４月

 
５月

 
６月

最高（円） 374 348 345 359 385 395

最低（円） 325 310 313 329 333 361

　（注）　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。 
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平

成21年６月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成21年１月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、ＳＫ東京監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,845,638 2,335,410

受取手形及び売掛金 8,099,420 10,060,502

商品 1,191,901 2,358,451

製品 409,741 236,395

原材料 1,133,494 2,201,767

仕掛品 393,823 471,921

貯蔵品 85,095 115,468

繰延税金資産 126,523 158,128

未収入金 83,729 138,105

その他 1,913,861 335,457

貸倒引当金 △11,878 △3,351

流動資産合計 16,271,351 18,408,257

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,786,030 2,860,934

機械装置及び運搬具（純額） 1,148,322 1,232,316

土地 2,957,521 2,957,521

その他（純額） 61,448 45,352

有形固定資産合計 ※1
 6,953,323

※1
 7,096,125

無形固定資産

ソフトウエア 30,355 24,346

その他 45,294 30,526

無形固定資産合計 75,649 54,872

投資その他の資産

投資有価証券 964,493 1,049,269

長期貸付金 7,666 30,480

長期前払費用 25,522 24,313

繰延税金資産 4,688 4,815

その他 779,050 775,286

貸倒引当金 △123,914 △129,971

投資その他の資産合計 1,657,506 1,754,193

固定資産合計 8,686,479 8,905,191

資産合計 24,957,831 27,313,449
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,580,130 6,392,209

短期借入金 9,586,660 8,550,514

1年内償還予定の社債 349,200 799,200

1年内返済予定の長期借入金 1,213,480 1,270,680

未払法人税等 224,655 115,067

繰延税金負債 39 55

賞与引当金 215,434 145,849

事業損失引当金 － 59,159

役員賞与引当金 － 3,000

その他 2,731,111 1,788,016

流動負債合計 16,900,711 19,123,753

固定負債

社債 933,200 1,107,800

長期借入金 1,498,259 1,664,399

繰延税金負債 513,751 564,133

退職給付引当金 29,409 26,937

負ののれん 5,411 16,285

その他 70,124 84,027

固定負債合計 3,050,156 3,463,582

負債合計 19,950,867 22,587,336

純資産の部

株主資本

資本金 529,500 529,500

資本剰余金 331,500 331,500

利益剰余金 3,775,069 3,506,869

自己株式 △18,812 △18,599

株主資本合計 4,617,256 4,349,269

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △4,588 59,587

繰延ヘッジ損益 △499 △76,403

為替換算調整勘定 △38,209 △45,073

評価・換算差額等合計 △43,297 △61,888

少数株主持分 433,004 438,732

純資産合計 5,006,963 4,726,113

負債純資産合計 24,957,831 27,313,449
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年１月１日
　至　平成21年６月30日)

売上高 53,052,870

売上原価 49,633,673

売上総利益 3,419,197

販売費及び一般管理費 ※
 2,884,444

営業利益 534,752

営業外収益

受取利息 3,616

受取配当金 9,597

不動産賃貸料 30,848

負ののれん償却額 10,874

デリバティブ評価益 12,225

為替差益 28,622

その他 46,369

営業外収益合計 142,153

営業外費用

支払利息 131,135

不動産賃貸費用 8,956

その他 14,699

営業外費用合計 154,791

経常利益 522,114

特別利益

貸倒引当金戻入額 477

関係会社事業損失引当金戻入額 11,595

その他 572

特別利益合計 12,646

特別損失

固定資産売却損 1,932

固定資産除却損 4,229

投資有価証券評価損 1,387

貸倒損失 10,291

貸倒引当金繰入額 14,965

その他 5,306

特別損失合計 38,112

税金等調整前四半期純利益 496,648

法人税、住民税及び事業税 217,987

法人税等調整額 △30,163

法人税等合計 187,823

少数株主利益 1,690

四半期純利益 307,133
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

売上高 25,652,282

売上原価 24,003,620

売上総利益 1,648,661

販売費及び一般管理費 ※
 1,482,945

営業利益 165,716

営業外収益

受取利息 2,566

受取配当金 9,393

不動産賃貸料 14,994

負ののれん償却額 3,955

デリバティブ評価益 △7,422

為替差益 1,946

その他 27,212

営業外収益合計 52,647

営業外費用

支払利息 65,113

不動産賃貸費用 5,345

その他 10,897

営業外費用合計 81,356

経常利益 137,006

特別利益

貸倒引当金戻入額 △291

その他 △1,017

特別利益合計 △1,309

特別損失

固定資産売却損 1,822

固定資産除却損 2,515

投資有価証券評価損 1,387

貸倒損失 10,291

貸倒引当金繰入額 3,655

その他 4,741

特別損失合計 24,414

税金等調整前四半期純利益 111,281

法人税、住民税及び事業税 71,781

法人税等調整額 △24,114

法人税等合計 47,666

少数株主損失（△） △5,998

四半期純利益 69,613
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年１月１日
　至　平成21年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 496,648

減価償却費 264,768

負ののれん償却額 △10,874

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2,469

賞与引当金の増減額（△は減少） 69,585

事業損失引当金の増減額（△は減少） △11,595

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △3,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） 2,471

受取利息及び受取配当金 △13,214

支払利息 131,135

固定資産売却損益（△は益） 1,932

固定資産除却損 4,229

デリバティブ評価損益（△は益） △12,225

投資有価証券評価損益（△は益） 1,387

売上債権の増減額（△は増加） 1,956,837

たな卸資産の増減額（△は増加） 2,181,254

仕入債務の増減額（△は減少） △3,807,197

その他 △444,564

小計 810,048

利息及び配当金の受取額 13,214

利息の支払額 △138,886

法人税等の支払額 △98,786

その他の収入 30,848

その他の支出 △5,881

営業活動によるキャッシュ・フロー 610,556

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） 16,578

有形固定資産の取得による支出 △106,141

有形固定資産の売却による収入 2,073

無形固定資産の取得による支出 △12,514

投資有価証券の取得による支出 △18,520

出資金の回収による収入 2,000

貸付けによる支出 △95,463

貸付金の回収による収入 2,576

その他 △19,419

投資活動によるキャッシュ・フロー △228,830
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（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年１月１日
　至　平成21年６月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,030,415

長期借入れによる収入 500,000

長期借入金の返済による支出 △723,340

社債の償還による支出 △624,600

自己株式の処分による収入 94

自己株式の取得による支出 △306

配当金の支払額 △25,442

少数株主への配当金の支払額 △10,387

財務活動によるキャッシュ・フロー 146,433

現金及び現金同等物に係る換算差額 3,541

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 531,700

現金及び現金同等物の期首残高 2,271,377

連結子会社の合併による現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

24,925

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 △30,770

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,797,232
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年６月30日）

１．連結の範囲に関する事項の

変更

（1）連結の範囲の変更

　　第１四半期連結会計期間より一番保険サービス㈱について四半期純損益及び利益

剰余金等からみて四半期連結財務諸表に及ぼす影響が軽微であり、且つ全体として

も重要性がなくなったため、連結の範囲から除外しております。

（2）変更後の連結子会社の数

　10社

２．会計処理基準に関する事項

の変更

（1）重要な資産の評価基準及び評価方法の変更

たな卸資産 

　　米穀事業の商品・原材料については、従来、先入先出法による低価法、その他のたな

卸資産については主として先入先出法による原価法によっておりましたが、第１四

半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９

号　平成18年７月５日）が適用されたことに伴い、主として先入先出法による原価

法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）により

算定しております。

　　この変更による損益への影響は軽微であります。

（2）「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」の

適用

　　第１四半期連結会計期間より、「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理

に関する当面の取扱い」（企業会計基準委員会　平成18年５月17日　実務対応報告

第18号）を適用し、連結決算上必要な修正を行っております。

　　この変更による損益への影響はありません。 

（3）リース取引に関する会計基準の適用

　　所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法

に準じた会計処理によっておりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業

会計基準第13号（平成５年６月17日（企業会計審議会第一部会）、平成19年３月30

日改正））および「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適

用指針第16号（平成６年１月18日（日本公認会計士協会　会計制度委員会）、平成

19年３月30日改正）が平成20年４月１日以後開始する連結会計年度に係る四半期

連結財務諸表から適用することができるようになったことに伴い、第１四半期連結

会計期間からこれらの会計基準等を適用し、通常の売買取引に係る会計処理によっ

ております。また、所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産の減

価償却の方法については、リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法

を採用しております。

　　これによる損益への影響はありません。

　　なお、リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース

取引及びリース料総額が3,000千円以下の企業の事業内容に照らして重要性の乏し

い所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方

法に準じた会計処理によっております。  
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【簡便な会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年６月30日）

１．たな卸資産の評価方法 たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについて簿価切

下げを行う方法によっております。

２．法人税等並びに繰延税金資

産及び繰延税金負債の算定方

法

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、

且つ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度に

おいて使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によってお

ります。

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

 
 

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年６月30日）

 
 

前連結会計年度末
（平成20年12月31日）

※１

 　

 

 ２

　有形固定資産の減価償却累計額は、10,570,306千円

であります。

　

　保証債務 

　下記関係会社の金融機関等からの借入金等に対し、

債務保証を行っております。  

東洋キトクフーズ㈱ 133,336 千円

木徳九州㈱ 605,725 

備前食糧㈱ 1,546,952 

アンジメックス・　キ

トク有限会社
51,134　

合計 2,337,147 

※１

 

 

 ２

 

　有形固定資産の減価償却累計額は、10,357,263千円

であります。 

　

  保証債務

　下記関係会社の金融機関等からの借入金等に対し、

債務保証を行っております。  

東洋キトクフーズ㈱ 162,500 千円

木徳九州㈱ 727,390 

備前食糧㈱ 1,688,720 

合計 2,578,610 

（四半期連結損益計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
　　至　平成21年６月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

運賃荷役料 1,127,126千円

給料及び手当 731,712 

減価償却費 43,119 

賞与引当金繰入額 127,693 

退職給付費用 25,051 

 

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
　　至　平成21年６月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

運賃荷役料 569,757千円

給料及び手当 372,953 

減価償却費 23,127 

賞与引当金繰入額 80,230 

退職給付費用 7,063 
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

 

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年６月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年６月30日現在）

現金及び預金勘定 2,845,638千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △48,406 

現金及び現金同等物 2,797,232 

 

（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成21年６月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成21年１月１日　至　

平成21年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式　　　　8,530,000株

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式　　　　   49,904株  

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。  

４．配当に関する事項

 (1) 配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

 平成21年３月25日

定時株主総会
 普通株式  25,442  3 平成20年12月31日 平成21年３月26日利益剰余金

 (2) 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間末後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

 平成21年８月13日

取締役会
 普通株式  16,960  2 平成21年６月30日 平成21年９月28日利益剰余金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）  

 
米穀事業
（千円）

鶏卵事業
（千円）

食品事業
（千円）

飼料事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高        
(1）外部顧客に対する売

上高
20,962,8161,557,9292,145,546985,98925,652,282 － 25,652,282

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
622,392 5,369 45,417 － 673,179(673,179) －

計 21,585,2091,563,2982,190,963985,98926,325,461(673,179) 25,652,282

営業利益 288,507 40,825 10,703 58,964 399,001(233,285) 165,716

　（注）１．事業区分の方法

事業は、製品の系列及び市場の類似性を考慮して区分しております。

２．各区分に属する主要な製品・商品

(1）米穀事業…………業務用精米、家庭用精米、玄米、加工米飯用米等

(2）鶏卵事業…………家庭用卵（一般卵・特殊卵）、業務用卵

(3）食品事業…………鶏肉、加工食品、米粉等

(4）飼料事業…………飼料  

 

当第２四半期連結累計期間（自　平成21年１月１日　至　平成21年６月30日）

 
米穀事業
（千円）

鶏卵事業
（千円）

食品事業
（千円）

飼料事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高        
(1）外部顧客に対する売

上高
43,659,1253,226,6204,203,2681,963,85653,052,870 － 53,052,870

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
1,096,82410,933 83,155 － 1,190,914(1,190,914) －

計 44,755,9503,237,5544,286,4231,963,85654,243,784(1,190,914) 53,052,870

営業利益 746,531 81,872 40,684 115,696984,784(450,032) 534,752

　（注）１．事業区分の方法

事業は、製品の系列及び市場の類似性を考慮して区分しております。

２．各区分に属する主要な製品・商品

(1）米穀事業…………業務用精米、家庭用精米、玄米、加工米飯用米等

(2）鶏卵事業…………家庭用卵（一般卵・特殊卵）、業務用卵

(3）食品事業…………鶏肉、加工食品、米粉等

(4）飼料事業…………飼料  

【所在地別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自　平成21年１月１日　至　平成21年６月30日） 

本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の

記載を省略しております。

【海外売上高】

当第２四半期連結会計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自　平成21年１月１日　至　平成21年６月30日）

海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。

（有価証券関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成21年６月30日） 

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動があり

ません。 
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（デリバティブ取引関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成21年６月30日） 

デリバティブ取引の当第２四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度末と比較して著しい変動があ

りません。

（ストック・オプション等関係）

当第２四半期連結会計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

該当事項はありません。

（企業結合等関係）

当第２四半期連結会計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

該当事項はありません。

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年12月31日）

１株当たり純資産額 539.38円 １株当たり純資産額 505.54円

 

２．１株当たり四半期純利益金額等

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年６月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 36.22円

 

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 8.21円

 

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年６月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

１株当たり四半期純利益 　 　

四半期純利益（千円） 307,133 69,613

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 307,133 69,613

期中平均株式数（千株） 8,480 8,480

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

（リース取引関係）

当第２四半期連結会計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取

引に係る方法に準じて処理を行っておりますが、当第２四半期連結会計期間末におけるリース取引残高は、前連

結会計年度末と比較して著しい変動が認められないため、記載しておりません。

２【その他】

平成21年８月13日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）中間配当による配当金の総額………………………16,960千円

（ロ）１株当たりの金額……………………………………２円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日……………平成21年９月28日　

　　（注）　平成21年６月30日現在の株主名簿及び実質株主名簿に記載または記録された株主に対し、支払いを行ないま

す。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成21年８月13日

木徳神糧株式会社

取締役会　御中
 

ＳＫ東京監査法人

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 江部　安弘　　印

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 久保　圭寿　　印

  

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている木徳神糧株式会社の

平成21年１月１日から平成21年12月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年

６月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年１月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、木徳神糧株式会社及び連結子会社の平成21年６月30日現在の財政状態、同

日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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